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ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
と
と

も
に
、
地
域
で
ま
と
ま
っ
た

農
地
を
、
農
地
中
間
管
理
事

業
を
活
用
し
て
担
い
手
へ
貸

し
付
け
る
場
合
に
協
力
金
を

交
付
す
る
。

《
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
拡

大
推
進
事
業
（
農
林
水
産
部

　
環
境
保
全
農
業
課
）
》
一

新
４
３
７
１
２
千
円
＝
付
加

価
値
の
高
い
有
機
農
産
物
等

の
生
産
・
流
通
体
制
を
構
築

す
る
と
と
も
に
、
よ
り
安
全

・
安
心
な
有
機
農
産
物
等
の

供
給
を
通
じ
て
、
県
産
有
機

農
産
物
の
安
全
性
や
そ
の
魅

力
を
発
信
し
、
震
災
か
ら
の

復
興
と
風
評
払
拭
を
図
る
。

復興・再生加速する福島
農
業
の
令
和
３
年
度
予
算
事
業

農
林
水
産
業
を
振
興

福
島
イ
ノ
ベ
構
想
等
推
進

　

福
島
県
の
「
産
業
推
進
・

な
り
わ
い
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
「
し
ご
と
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
「
農
林
水

産
業
の
振
興
」に
関
す
る「
令

和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
」

に
関
し
て
触
れ
る
。

　

「
産
業
推
進
・
な
り
わ
い

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

持
続
可
能
で
魅
力
的
産
業
に

よ
る
復
興
を
図
る
た
め
、
福

島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー

ス
ト
構
想
等
の
推
進
に
よ
る

新
産
業
の
創
出
や
農
林
水
産

業
、
観
光
産
業
、
製
造
業
な

ど
県
内
産
業
の
再
生
・
振
興

を
促
進
す
る
取
組
を
進
め
る
。

　

一
方
、
「
し
ご
と
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
魅
力

的
で
安
定
し
た
仕
事
を
つ
く

る
た
め
、
新
産
業
の
創
出
・

集
積
や
既
存
産
業
の
振
興
に

よ
る
産
業
基
盤
の
安
定
・
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
多
様

な
分
野
の
人
材
育
成
支
援
や

若
者
の
定
着
・
還
流
の
促
進

等
の
取
組
を
進
め
る
。

　

（
新
の
表
示
は
令
和
３
年

度
新
規
事
業
で
、
一
新
の
表

示
は
令
和
２
年
度
の
事
業
内

容
を
見
直
し
、
一
部
新
規
内

容
を
付
加
し
た
も
の
。）

《
福
島
イ
ノ
ベ
構
想
に
基
づ

く
農
業
先
端
技
術
展
開
事
業

（
農
林
水
産
部
　
農
業
振
興

課
）
》
新
５
８
３
９
３
千
円

＝
被
災
地
域
農
林
業
の
復
興

と
更
な
る
営
農
再
開
を
加
速

さ
せ
る
た
め
、
深
刻
な
担
い

手
、労
働
力
不
足
を
解
消
し
、

大
規
模
な
農
業
経
営
の
実
現

が
可
能
と
な
る
先
端
技
術
の

実
証
研
究
を
行
う
。
ま
た
、

最
先
端
の
作
業
ロ
ボ
ッ
ト
や

管
理
シ
ス
テ
ム
を
組
み
合
わ

せ
た
技
術
の
確
立
を
図
る
。

《
福
島
県
産
農
産
物
競
争
力

強
化
事
業
（
研
究
　
農
林
水

産
部
　
農
業
振
興
課
）》
新

１
１
９
８
６
５
千
円
＝
震
災

・
原
発
事
故
で
風
評
等
の
影

響
で
失
っ
た
県
産
農
林
水
産

物
の
販
売
棚
を
回
復
さ
せ
る

た
め
、
市
場
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
魅
力
の
あ
る
県
オ
リ
ジ

ナ
ル
品
種
や
高
品
質
な
農
産

物
の
生
産
技
術
、
県
産
農
産

物
の
旨
み
や
機
能
性
の
見
え

る
化
等
の
技
術
開
発
を
行
う
。

《
ふ
く
し
ま
復
興
農
地
利
用

集
積
対
策
事
業
（
農
林
水
産

部
　
農
業
担
い
手
課
》
新
１

２
３
６
０
０
千
円
＝
被
災
12

市
町
村
に
お
い
て
、
地
域
の

担
い
手
や
参
入
企
業
等
へ
の

農
地
集
積
・
集
約
化
を
加
速

す
る
た
め
、
地
域
コ
ー
デ
ィ

米
の
食
味
・
品
質
向
上

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
を
活
用

《
鳥
獣
被
害
対
策
強
化
事
業

（
農
林
水
産
部
　
環
境
保
全

農
業
課
）
》
一
新
１
２
２
５

８
９
千
円
＝
市
町
村
等
の
効

果
的
な
鳥
獣
被
害
対
策
や
イ

ノ
シ
シ
等
捕
獲
の
取
組
に
対

し
、
捕
獲
経
費
助
成
や
新
技

術
を
活
用
し
た
支
援
、
指
導

を
行
う
。
ま
た
、
専
門
的
な

知
識
を
有
す
る
市
町
村
専
門

職
員
を
配
置
す
る
た
め
の
人

材
確
保
・
育
成
及
び
配
置
後

の
技
術
向
上
研
修
を
行
う
。

《
オ
リ
ジ
ナ
ル
ふ
く
し
ま
水

田
農
業
推
進
事
業
（
農
林
水

産
部
　
水
田
畑
作
課
）》
新

５
７
２
１
６
千
円
＝
稲
作
農

家
の
経
営
安
定
を
図
る
た

め
、
「
福
、
笑
い
」
を
始
め

と
す
る
県
産
米
の
食
味
・
品

質
向
上
の
取
組
や
、
「
福
乃

香
」
等
県
産
酒
造
好
適
米
を

原
料
と
し
た
酒
造
り
の
推
進

な
ど
の
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
水
稲

品
種
を
中
心
と
し
た
産
地
に

お
け
る
取
組
を
支
援
す
る
。

《
園
芸
グ
ロ
ー
バ
ル
産
地
育

成
強
化
事
業
（
農
林
水
産
部

　
園
芸
課
）
》
新
４
４
０
０

３
千
円
＝
県
産
農
産
物
の
輸

出
再
開
と
輸
出
量
回
復
・
拡

大
を
図
る
た
め
、
国
際
化
に

対
応
で
き
る
長
期
出
荷
や
魅

力
あ
る
果
樹
、
花
き
等
の
園

芸
品
目
の
安
定
供
給
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
で
、
世
界
に

ふ
く
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
を
積
極

的
に
発
信
し
、
風
評
払
拭
と

産
地
再
生
を
加
速
さ
せ
る
。

《
風
評
に
打
ち
勝
つ
園
芸
産

地
競
争
力
強
化
事
業
（
農
林

水
産
部
　
園
芸
課
）
》
新
８

６
５
０
０
千
円
＝
東
日
本
大

震
災
等
に
よ
る
風
評
に
打
ち

勝
つ
た
め
、
園
芸
産
地
自
ら

が
創
意
工
夫
や
地
域
の
特
性

を
生
か
し
、
競
争
力
の
高
い

多
様
な
産
地
を
育
成
す
る
た

め
に
必
要
と
な
る
取
組
を
支

援
す
る
。

《
ふ
く
し
ま
の
も
も
ブ
ラ
ン

ド
強
化
安
定
生
産
対
策
事
業

（
農
林
水
産
部
　
園
芸
課
）
》

新
８
５
２
４
４
千
円
＝
地
域

の
モ
デ
ル
的
な
共
同
防
除
組

織
等
の
育
成
・
強
化
を
支
援

す
る
た
め
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
確
保
・
育
成
や
雇
用
を
活

用
し
た
耕
種
的
防
除
の
徹

底
、
さ
ら
に
は
地
域
の
合
意

に
よ
る
計
画
的
な
防
風
ネ
ッ

ト
の
設
置
な
ど
を
支
援
し
、

強
い
も
も
産
地
の
復
興
を
図

る
。

福島のブランドもも

トルコギキョウなど花き生産にも注力（写真は福島県提供）

　

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
以
来
、
丸
10
年
を
む
か
え
る
。
そ
の
日
以
来
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福

島
県
は
特
に
厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
が
、
福
島
県
は
震
災
に
加
え
て
原
発
の
被
害
も
加
わ
り
、
こ
の
10
年

間
県
内
に
居
住
し
て
い
た
人
々
は
苦
し
い
生
活
を
続
け
て
き
た
。
そ
う
い
っ
た
状
況
下
、
県
は
「
夢
・
希
望
・
笑

顔
に
満
ち
た
〝
新
生
ふ
く
し
ま
〟」
の
実
現
に
向
け
、
復
興
・
再
生
の
取
組
を
加
速
し
て
い
く
た
め
に
様
々
な
事

業
を
計
画
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
農
業
に
関
係
す
る
「
令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
」
を
紹
介
す
る
。

　

令
和
３
年
度
の
事
業
で

は
、
新
規
や
一
部
新
規
内

容
を
追
加
し
た
も
の
だ
け

で
は
な
く
、
継
続
さ
れ
て

復
興
・
再
生
に
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
も
あ
り
、
こ

こ
で
は
継
続
事
業
を
取
り

上
げ
る
。

《
福
島
県
産
加
工
食
品
の

安
全
・
安
心
の
確
保
事
業

（
保
健
福
祉
部
　
食
生
活

衛
生
課
）
》
６
３
９
１
４

千
円
＝
県
産
加
工
食
品
の

信
頼
確
保
と
風
評
払
拭
を

図
る
た
め
、
食
品
関
係
施

設
へ
の
「
ふ
く
し
ま
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
」
の
導
入
推
進
と

消
費
者
へ
の
情
報
発
信
を

行
う
と
と
も
に
、
輸
出
向

け
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
等
へ
の
対

応
を
目
的
と
す
る
施
設
整

備
に
係
る
補
助
事
業
を
実

施
す
る
。

《
ふ
く
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
農

林
水
産
物
販
売
力
強
化
事

業
（
農
林
水
産
部
　
農
産

物
流
通
課
）
》
１
９
３
９

９
８
２
千
円
＝
「
ふ
く
し

ま
」
な
ら
で
は
の
強
み
を

生
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化
の

推
進
な
ど
の
取
組
に
よ
り

価
格
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
取
り

戻
す
と
と
も
に
、
海
外
へ

の
戦
略
的
な
情
報
発
信
を

通
じ
て
輸
入
規
制
の
撤
廃

を
働
き
か
け
る
な
ど
、
農

林
水
産
物
の
販
売
力
強
化

を
目
指
す
。

《
畜
産
競
争
力
強
化
対
策

整
備
事
業
（
農
林
水
産
部

　
畜
産
課
）
》
７
８
４
０

０
０
千
円
＝
畜
産
業
の
復

興
・
再
生
を
推
進
す
る
た

め
、
地
域
の
中
心
的
経
営

体
（
畜
産
農
家
、
新
規
参

入
者
、
飼
料
生
産
受
託
組

織
等
）
の
収
益
性
の
向
上

や
、
畜
産
環
境
問
題
へ
の

対
応
に
必
要
な
施
設
整

備
、
家
畜
導
入
を
支
援
す

る
。

ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
継
続

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

《
ス
マ
ー
ト
農
業
プ
ロ
セ
ス

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

（
農
林
水
産
部
　
農
業
振
興

課
）
》
新
６
４
０
７
６
千
円

＝
農
業
の
大
規
模
化
、
効
率

化
、高
収
益
化
を
図
る
た
め
、

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
を
活
用

し
た
実
証
研
究
を
行
う
と
と

も
に
、
先
端
技
術
の
実
証
を

通
じ
た
普
及
活
動
を
展
開
す

る
。
ま
た
、
近
年
の
気
象
変

動
に
対
応
す
る
た
め
、
産
地

に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
革
新
技
術
の
導
入
・
実
証

に
よ
り
産
地
全
体
の
収
量
・

品
質
の
高
位
平
準
化
を
図
る
。

《
ふ
く
し
ま
の
次
代
を
担
う

多
様
な
担
い
手
確
保
支
援
事

業
（
農
林
水
産
部
　
農
業
担

い
手
課
）
》
一
新
１
０
１
０

１
０
千
円
＝
県
の
基
幹
産
業

で
あ
り
、
地
域
社
会
に
欠
か

せ
な
い
農
業
の
成
長
産
業
化

を
図
る
た
め
、
地
域
の
特
色

や
農
業
法
人
な
ど
経
営
体
個

々
に
応
じ
た
新
規
就
農
者
の

確
保
就
農
後
間
も
な
い
農
業

者
等
を
育
成
す
る
。

福
島
の
復
興
事
業
で

〝
連
続
開
花
結
実
法
〟を
実
証

大熊町での大規模イチゴ栽培（現在）

　

テ
ヌ
ー
ト
＝
東
京
都
港

区
、
藤
原
慶
太
社
長
＝
は
、

震
災
以
来
、
脱
原
発
・
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
改
め
て
見
直

さ
れ
る
中
、
農
業
改
革
や
環

境
保
全
に
着
目
。
産
業
界
か

ら
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

を
分

離
回
収
し
、
そ
れ
ら
を
光
合

成
の
作
用
に
合
わ
せ
て
効
率

的
に
施
用
す
る
Ｃ
Ｏ
２

局
所

施
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
「
ブ

レ
ス
」
や
環
境
統
合
制
御
技

術
で
あ
る
光
合
成
効
率
促
進

装
置
「
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
」
を

施
設
園
芸
農
家
に
普
及
し
、

復
興
事
業
に
も
積
極
的
に
関

わ
っ
て
き
た
。

　

藤
原
社
長
は
、
福
島
農
業

の
再
生
に
向
け
て
福
島
イ
ノ

ベ
機
構
が
推
進
す
る
次
世
代

農
林
水
産
部
会
の
環
境
保
全

型
農
業
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
で
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、
先

端
技
術
体
感
フ
ェ
ア
に
も
２

０
１
８
年
以
来
、
毎
年
足
を

運
ん
で
い
る
。
ま
た
、
浜
通

り
地
域
で
は
、
川
内
村
で
の

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
ポ
ッ
ト
栽

培
を
皮
切
り
に
、
大
熊
町
で

の
四
季
な
り
イ
チ
ゴ
栽
培
に

同
社
の
Ｃ
Ｏ
２

局
所
施
用
制

御
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
、
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

藤
原
社
長
は
２
０
１
３
年

５
月
に
仲
間
と
共
に
会
社
を

テ
ヌ
ー
ト
の
Ｃ
Ｏ
２
局
所
施
用
を
導
入

川内村でのブルーベリー栽培ハウス内（2016年当時）

　

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
ト
構
想
推
進
機
構
と

福
島
県
が
主
催
す
る
「
ス
マ

ー
ト
農
水
産
業
・
先
端
技
術

体
感
フ
ェ
ア
」
が
２
月
26
・

27
日
の
二
日
間
い
わ
き
市
で

開
催
さ
れ
る
。

　

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
ト
構
想
推
進
機
構

は
、
東
日
本
大
震
災
及
び
原

子
力
災
害
に
よ
っ
て
失
わ
れ

た
浜
通
り
地
域
等
の
産
業
基

盤
の
再
構
築
を
目
指
す
国
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
活

用
し
た
農
林
水
産
業
の
再
生

に
取
り
組
ん
で
い
る
。ま
た
、

東
京
農
工
大
学
や
福
島
大
学

な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
、『
復

興
知
』
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
農
業
再
生
の
支
援
活
動
を

展
開
し
、
高
校
に
お
け
る
農

業
分
野
の
専
門
人
材
育
成
に

地
域
の
企
業
や
団
体
、
研
究

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
実
践

的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
て
い
る
。

立
ち
上
げ
た
。
震
災
後
の
福

島
復
興
事
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
東
京
農
工
大
学
と
一

緒
に
川
内
村
で
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
の
ポ
ッ
ト
栽
培
の
取
り
組

み
を
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
。

「
２
０
１
３
年
当
時
は
、
ま

だ
常
磐
線
は
広
野
駅
ま
で
し

か
開
通
し
て
お
ら
ず
、
高
速

道
路
や
一
般
道
も
所
々
で
通

行
止
め
が
続
く
中
、
川
内
村

に
行
く
に
は
わ
ざ
わ
ざ
迂
回

し
て
峠
を
越
え
る
な
ど
大
変

だ
っ
た
」
「
（
放
射
性
物
質

の
低
減
対
策
な
ど
果
樹
の
安

全
確
保
が
求
め
ら
れ
る
中
）

庭
先
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培

を
行
っ
て
い
た
川
内
村
の
永

澤
さ
ん
宅
に
ハ
ウ
ス
を
つ
く

り
、
そ
こ
で
ポ
ッ
ト
栽
培
を

始
め
た
。
ポ
ッ
ト
栽
培
な
ら

放
射
性
物
質
の
影
響
は
受
け

な
い
と
判
断
し
た
か
ら
。
ま

た
、
冬
場
の
出
稼
ぎ
に
代
わ

る
換
金
作
物
と
し
て
一
年

中
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
栽
培

し
、
収
穫
で
き
る
栽
培
技
術

を
確
立
す
る
の
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
目
的
だ
っ
た
」
と
振

り
返
っ
た
。

　

川
内
村
で
の
体
験
談
を
聞

い
て
い
る
と
、テ
ヌ
ー
ト
は
、

現
場
で
実
際
に
直
面
す
る
一

つ
一
つ
の
課
題
に
丁
寧
に
向

き
合
う
中
で
身
に
付
け
て
き

た
技
術
を
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
が
よ
く
分
か
る
。

　

藤
原
社
長
は
、
東
京
農
工

大
学
の
教
官
・
学
生
と
も
一

緒
に
何
度
も
現
場
に
入
っ

て
、
徹
底
的
に
施
設
園
芸
作

物
の
栽
培
特
性
を
学
ぶ
こ
と

に
な
る
。
ポ
ッ
ト
の
数
も
増

え
て
い
く
中
で
潅
水
制
御
、

Ｃ
Ｏ
２

制
御
、
日
射
量
の
制

御
に
つ
い
て
の
新
た
な
知
見

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
「
適

度
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
使
い
日

長
を
管
理
す
る
こ
と
で
真
冬

で
も
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
作
れ

る
よ
う
に
な
る
」
「
収
穫
量

が
少
し
落
ち
て
き
た
と
こ
ろ

で
Ｃ
Ｏ
２

施
用
す
れ
ば
、
成

り
疲
れ
な
く
、
（
通
常
は
２

～
３
週
間
で
収
穫
が
終
わ
る

と
こ
ろ
）
収
穫
が
続
け
ら
れ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
来
た
」

と
藤
原
社
長
。

　

こ
れ
は
１
つ
の
ポ
ッ
ト
で

１
年
中
花
が
咲
い
て
実
が
成

る
と
い
う
東
京
農
工
大
学
が

確
立
し
た
〝
連
続
開
花
結
実

法
〟
を
現
場
で
実
証
し
た
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
は
根
腐
れ
し
や
す
い

た
め
、
ポ
ッ
ト
に
定
時
潅
水

す
る
と
水
分
過
多
に
な
る
恐

れ
が
あ
る
。
「
そ
の
場
合
は

配
管
に
空
気
を
送
り
込
ん
で

水
分
量
を
調
整
す
る
エ
ア
レ

ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
る
こ

と
で
新
た
な
潅
水
シ
ス
テ
ム

を
確
立
し
て
い
っ
た
」
と
話

は
続
く
。

　

「
今
で
は
果
樹
は
ポ
ッ
ト

で
育
て
る
の
が
当
た
り
前
。

む
し
ろ
ポ
ッ
ト
で
育
て
る
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
付

け
加
え
た
。
ポ
ッ
ト
だ
と
栽

培
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す

い
、
何
か
問
題
が
起
き
た
時

に
（
持
ち
帰
っ
て
）
分
析
し

や
す
い
、
こ
と
な
ど
が
理
由

の
よ
う
だ
。

　

震
災
か
ら
の
復
興
、
農
林

水
産
業
の
再
生
と
い
う
社
会

課
題
に
立
ち
向
か
う
な
ら
、

ど
う
し
て
も
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
立
場
を
取
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
国
連
が
提

唱
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し

た
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
の
機

能
強
化
を
図
っ
て
い
る
藤
原

社
長
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
の
オ

ー
プ
ン
ソ
ー
ス
化
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
川

内
村
で
培
っ
た
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
の
ポ
ッ
ト
栽
培
の
知
見

は
、
レ
モ
ン
や
夏
イ
チ
ゴ
栽

培
、
ま
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た

ビ
ル
オ
フ
ィ
ス
内
で
の
日
長

管
理
栽
培
に
も
生
か
さ
れ
て

い
る
。


